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谷原中だより 

感謝の運動会 

                                     校 長 大槻 亨  

 

 10月23日（土）に実施いたしました第４５回運動会に 

は、多くの保護者の皆様にお越しいただき、生徒たちへの 

惜しみない拍手と大きな声援を送っていただきました。ま 

た、ＰＴＡ役員ならびに父親の会の皆様をはじめ、ボラン 

ティアの保護者の皆様には、受付や自転車の整理、校内の 

安全確認など積極的にご協力いただき、誠にありがとうご 

ざいました。皆様の支えや声援が生徒たちの力になり、コ 

ロナ禍での運動会を大成功で終えることができました。心より感謝申し上げます。 

 運動会終了後に運動会実行委員会が各学級に運動会の達成率についてアンケートを取ったところ、

95.8％という高い達成感を得る結果となりました。これは、過去最高の数値です。多くの制約があり

昨年に引き続き伝統の競技ができない中で、このように高い達成感を得たことは、本当に嬉しく思っ

ています。運動会の当日まで、生徒たちの活躍に期待しつつも、盛り上がりに欠けてしまうのではな

いか、達成感を十分に得られないのではないかという多少の不安を抱えていました。それだけに、運

動会を実施してよかったと改めて感じました。 

 「ただいまより、第45回運動会を開会します。選手入場。」この運動会実行委員のアナウンスで運動

会は開始されました。生徒たちの行進の堂々とした姿からは、運動会に対する真剣な取組の姿勢や力

強さが感じられました。運動会実行委員長からは、あいさつの冒頭で「運動会を開催していただき、

校長先生を始め先生方に感謝を言いたいと思います。本当にありがとうございました。」という言葉が

ありました。それを聞いて、私たち教師は皆、心から嬉しく思いました。 

 午前の部は、プログラム1番の団対抗ラジオ体操で始まり、赤、青、黄、白のどの団もまとまりのあ

る演技を見せてくれました。１００ｍ走、全員リレー、１０００ｍ走、１５００ｍ走は、例え最下位

になっても、最後まで全力で走り切る姿やバトンを落としてもそのことを責めず、最後まで力を合わ

せて走り抜く姿など、感動的なシーンが多く見られました。午後の部は、団体戦がメインとなりま

す。団対抗の棒引きや飛びつき綱引きは、身体的距離を保つために一人が入れるスペースをマーク

し、人数制限を設けて行いましたが、迫力ある競技となりました。学年種目は今年も、全学年が八の

字縄跳びに挑戦しました。順位もさることながら、練習の時よりも跳んだ回数が増えたという達成感

で互いに喜びあう姿がそこかしこに見られました。 

 本校では運動会終了後、解団式を毎年行っています。各団に分かれ、３年生を中心とした運動会実

行委員などのリーダーたちが、あいさつをします。各団が静かにリーダーたちの話に耳を傾け、３年

生の思いを下級生につなげていく大切な場となります。例え優勝を逃したとしても、ここでは皆すが

すがしく、輝いて見えました。心を一つにして全力を出し切ったからこそ、成就感や連帯感を味わう

ことができるのだと思います。生徒たちの熱と力で、素晴らしい運動会になったことに感謝します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４５回 運動会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＥＳＵＬＴ 
１年生：Ｄ組 ２年生：Ｄ組 ３年生：Ｂ組 

敢闘賞：Ｆ組 団優勝：赤団 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の予定から 

日 曜 おもな予定  日 曜 おもな予定 

1 水  教育相談(始)  17 金  

2 木   18 土  

3 金  1年 都・学力向上を図るための調査  19 日  

4 土   20 月 あいさつ運動(1年) 

5 日   21 火       ■F組スキー移動教室事前検診 

6 月 あいさつ運動(2年)  22 水                 ◇研修会 

7 火  教育相談(終)  23 木 重点清掃 

8 水   24 金 終業式､学年集会 ◇職員会議､救命救急講習 

9 木   25 土 冬季休業日(始) 

10 金   26 日  

11 土 第二土曜授業日 行政相談出前授業  27 月  

12 日   28 火  

13 月 あいさつ運動(3年)   ※第Ⅲ期時間割(始)  29 水   機械警備(～1/3) 

14 火 2年 オーケストラ鑑賞教室  30 木  

15 水 避難訓練       □3年 入試相談(始)  31 金  

16 木              ◇学校保健大会     

おめでとうございます 
【英語学芸会】Recitation “ How dare you ! ” 特別賞 篠原 光稀 

【野球部】第74回 練馬区民体育大会 軟式野球競技 少年の部 第３位 

【第33回 伊藤園お～いお茶新俳句大賞】「丸めては積んで並べて雪だるま」 植田 美惟 

 パラリンピアン講演会 『不可能を可能に』 ～あきらめない気持ちをもつということ～ 

 11月13日(土)パワーリフティング選手の 三浦 浩 様をお迎えして「パラリンピアン講演会」を行いまし

た。平成24年のロンドンパラリンピックで９位、27年のマスターベンチプレス選手権大会で優勝、28年リオ

パラリンピックでは日本最高位の５位に入賞を果たしました。また、先日行われたオリンピック2020東京大 

会にも出場されたばかりです。ご自身が仕事中に負ってしまったケガのお話や 

パワーリフティングを始めたきっかけ、競技を続ける熱い思いに勇気と元気を 

いただきました。三浦選手は歌手の 長渕 剛 さんとお仕事をされていて、歌の 

プレゼントもいただきました。「不可能 Impossible」だと思えることも、ちょ 

っと考えて工夫すると「私はできる I'm pssible」に変えることがきます。 

「夢をもつこと」「目標を定めること」「自分を信じること」「挑戦すること」 

「努力を続けること」の大切さをお話しいただきました。 

２年生 服のチカラ プロジェクト 

              ２年生は、家庭科「衣生活と自立（衣服のはたらき）」及び総合的な学習

の時間「持続可能な社会の実現」の一環として衣料品メーカーの協力の下

『服のチカラ プロジェクト』に取り組んできました。夏休みには「難民に

ついて」調べ学習を行い、レポートにまとめました。今年度、服の回収活動

は近隣の３小学校にも協力をいただき、生徒がお願いと回収に伺いました。

おかげさまで６，７９８枚もの服を回収することができました。心温まるご

支援ご協力ありがとうございました。 

 


